
４－１学部・大学院の概要 

４ 教育及び研究 

１ 学部・大学院の概要 

  【 学 部 】 

 ○ 健康栄養学部 

人間や健康、環境の本質を理解しながら、生命の基源である「食」を探究し、人々

が健康に生活できるよう幅広い分野で貢献できる人材を養成する。 

  ＊ 人間や健康、環境の本質を理解する能力の養成 

  ＊ 専門的知識・技術、科学的思考力の養成 

  ＊ 社会の変化を予測し、異業種と協働して問題を解決する能力の養成 

  ＊ 豊かな人間性を培う 

  ＊ 地域に貢献できる能力の養成 

 

 ○ 文化学部 

人文・社会系諸科学による多角的な文化研究により人間・社会に対する理解を深め、

文化の批判的継承を通して豊かな人間性と主体的に行動し得る能力を培い、地域文化

の創造と向上に資するとともに、真に豊かな共生社会の実現に向けて国際的に貢献で

きる市民を養成する。 

  ＊ 基礎学力の養成 

  ＊ 人間性の涵養 

  ＊ 社会人基礎力の養成 

  ＊ 豊かな感性と思考力の養成 

  ＊ 高度な言語コミュニケーション力の養成 

  ＊ 地域文化の創造に貢献できる行動力の養成 

 

 ○ 看護学部 

看護の理念や専門的知識・技術、ヒューマニズムを礎として、将来に向かって拓か

れた看護を構築し、健康問題を人々と共に解決し、人々の健康生活の創造に貢献がで

きる豊かな人間性・創造性を持った人材を養成する。 

  ＊ 人々の生き方や価値観を尊重して看護を展開する能力の養成 

  ＊ 専門的知識・技術、科学的・倫理的判断に基づく看護実践能力の養成 

  ＊ 社会のニーズを予測し、多職種と協働して問題を解決する能力の養成 

  ＊ 専門職者としての姿勢を培い、地域の健康生活を創造する能力の養成 

  ＊ 国際的見地に立って看護学の学際的発展を推進する能力の養成 

 

 ○ 社会福祉学部 

福祉の現代的課題に対応する，深い人間理解や人権尊重の精神に裏打ちされた専門

的知識と実践的知識と実践的技能を教授研究することにより，共感する心と豊かな人

間性をもって、社会生活で生じるさまざまな問題に主体的に対応できる福祉的実践能

力を修得させ，社会の幅広い分野で福祉の向上に寄与できる有為な人材を育成する。 

  ＊ 地域・家族のもつ福祉課題への対応能力の養成 

  ＊ 社会福祉実践能力の養成 
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４－１学部・大学院の概要 

  ＊ 保健・医療・福祉の効果的な連携をめざした社会福祉専門職の養成 

 

  【 大学院 】 

  看護学研究科の理念 

看護学研究科は、人間の存在と生命の尊厳に基づいて、広い視野に立って精深な学

識を授け、看護学の学術基盤を充実・発展させ、さらに革新することに寄与できる高

度な教育・研究・実践能力をもつ看護専門職者を養成する。 

 

 ○ 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程） 

広い視野に立って精深な学識を授け、高度な専門的実践能力と看護分野における研

究能力を養うことを目的とする。 

（１）個人-家族-地域を多角的、複眼的視点で捉え、総合的判断力と問題解決能

力、倫理観を基盤として、質の高い看護ケアの提供と高度な専門的知識・

技術を開発できる人材を養成する。 
（２）多様な健康状態にある人々を、個人の尊厳や QOL を尊重し、その人らし

く生きることができるように包括的に支援できる人材を養成する。 
（３）地域社会や生活環境の中で、人々が自立して健康生活を営むことができる

ように、地域の人々と協働して、健康を促進する地域文化の形成・発展に

貢献できる人材を養成する。 
（４）社会のニーズや健康に関する課題に積極的に関与し、他の専門職と協働し

ながら社会状況に対応する方略を開発し、看護実践の場のみならず、教育

や政策の場で変革者として貢献できる人材を養成する。 
（５）看護実践を支える科学的・哲学的基盤を理解し、臨床に根ざした看護研究

を通して、看護学の体系化とその発展に貢献できる人材を養成する。 
（６）国際的動向や多様な文化に関する幅広い知識や最新の情報を備えて、看護

をグローバルな視点から捉え、看護の普遍性の追求と体系化に貢献できる

人材を養成する。 
 

○ 看護学研究科看護学専攻（博士後期課程） 

看護学の学術的基盤を発展させるために看護学に関する学術と研究を国際的・学際

的に推進し、その深奥を究め、創造的に自立して研究活動を行う高度な専門的能力を

養うことを目的とする。 

（１）看護学の学術的な基盤を発展させるために、グローバルスタンダードで看

護学の知識や技術を研究開発し、看護学にイノベーションをもたらす人材

を養成する。  
（２）最新の看護学の知識や技術、看護関連分野の知見等を活用し、人や社会に

貢献するケアの開発に取り組み、人々の安心な生活の実現や QOL の向上

を推進していくことのできる人材を養成する。  
（３）国内外の専門職と連携して、政策開発や意思決定に参加し、健康医療福祉

システムの構築や変革をもたらす人材を養成する。  
（４）科学的・学際的な基盤を持って人々の健康生活や健康文化を創造すること

に寄与する、次世代の高度実践看護者を養成する高等教育を担う人材を養

成する。 
 

○ 看護学研究科共同災害看護学専攻（博士課程） 

博士課程は、豊かなそして高度な看護学専門知識を培い、学際的・国際的でグロー
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４－１学部・大学院の概要 

バルな見識に基づいた研究を発展させ、特に災害看護学に関してその深奥を究め、人

間の安全保障の進展に寄与することを目的とする。 

（１）人間の安全保障を理念として、いかなる災害状況でも「その人らしく健康に

生きる」ことを支援できる人材を養成する。 
（２）災害サイクル諸局面において「健康に生きるための政策提案」に取り組むこ

とができる人材を養成する。 
（３）グローバルな視点から安全安心社会の実現に向けて、産学官との連携を築き、

制度やシステムを変革できる人材を養成する。 
（４）学際的な視点、国際的な視点から災害看護学を構築し、災害看護学を研究開

発できる人材を養成する。 
  

○ 人間生活学研究科（博士前期課程） 

地域に生きる人々の生活の文化的発展と健康で快適な生活環境の実現を目指し、栄

養・生活学、社会福祉学、文化の各学体系を基盤に、複合的に人間生活を教育・研究

することにより、総合的な視野に立って、地域社会の生活課題を解決・調整する高度

専門職業人を養成する。 

（１）複数の領域にわたる幅広く深い学識を身につけ、自立して人間生活にかかわ

る諸問題にとりくみ、その解決に向けて連携・調整をはかる能力をもつ人材

を養成する。 
（２）地域社会の特性をふまえて、生活・栄養・社会福祉・文化の面から、地域の

人々の生活に関する総合的な地域システムづくりを計画・遂行できる高度専

門職業人を養成する。 
（３）生活・栄養・社会福祉・文化の分野における専門的な知識と技術を、人間の

生活に関して焦点化し、共有化できる能力を培う。 
（４）人々の快適で安心できる生活を実現するために、地域に根ざした研究を通し

て、学問の体系化とその発展に貢献できる能力を培う。 
 

○ 人間生活学研究科（博士後期課程） 

地域に生きる人々の生活の文化的発展と健康で快適な生活環境の実現を目指し、人

間生活学を基盤とした教育・研究を行うことにより、総合的な視野に立って、地域社

会の生活課題を解決・調整する高度専門職業人を養成する。 

（１）自立した研究者として人々の生活に寄与する最新の知識や技術を研究開発し

ていく人材を養成する。 
（２）最新の知識や技術を活用して新たな知の開発に取りくみ、人間生活の質を向

上させていく人材を養成する。 
（３）国内外の専門職と連携して、人間生活に変革をもたらす政策を考案し、政策

開発や意思決定に参加し、地域システムに変革をもたらす人材を養成する。  
（４）知識基盤社会を多様に支える高度で知的な素養を備え、次世代の専門職を育

成する高等教育を担う人材を養成する。 
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４－２教育科目・受講者数

２　教育科目及び受講者の状況
【　学　　部　】
（1）　共通教養教育科目（平成28年度）

リテラシー科目

○文化学部　文化学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠA 330 英語コミュニケーションⅢB 53
英語コミュニケーションⅠB 295 英語コミュニケーションⅢC 未開講
英語コミュニケーションⅠC 未開講 英語コミュニケーションⅢD 未開講
英語コミュニケーションⅠD 未開講 情報処理概論 156
英語コミュニケーションⅡA 65 情報リテラシー 44
英語コミュニケーションⅡB 46 コンピューターリテラシー 167
英語コミュニケーションⅡC 未開講 ビジネスリテラシー 28
英語コミュニケーションⅡD 未開講 日本語表現法 0
英語コミュニケーションⅢA 65

○看護学部　看護学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠA 167 英語コミュニケーションⅢB 2
英語コミュニケーションⅠB 163 英語コミュニケーションⅢC 未開講
英語コミュニケーションⅠC 未開講 英語コミュニケーションⅢD 未開講
英語コミュニケーションⅠD 未開講 情報処理概論 30
英語コミュニケーションⅡA 8 情報リテラシー 0
英語コミュニケーションⅡB 1 コンピューターリテラシー 75
英語コミュニケーションⅡC 未開講 ビジネスリテラシー 0
英語コミュニケーションⅡD 未開講 日本語表現法 2
英語コミュニケーションⅢA 7

○社会福祉学部　社会福祉学科 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

英語コミュニケーションⅠA 150 英語コミュニケーションⅢB 3
英語コミュニケーションⅠB 148 英語コミュニケーションⅢC 未開講
英語コミュニケーションⅠC 未開講 英語コミュニケーションⅢD 未開講
英語コミュニケーションⅠD 未開講 情報処理概論 0
英語コミュニケーションⅡA 4 情報リテラシー 0
英語コミュニケーションⅡB 3 コンピューターリテラシー 77
英語コミュニケーションⅡC 未開講 ビジネスリテラシー 0
英語コミュニケーションⅡD 未開講 日本語表現法 12
英語コミュニケーションⅢA 3

○健康栄養学部　健康栄養学科 （単位：人）

授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数
英語コミュニケーションⅠA 84 英語コミュニケーションⅢB 1
英語コミュニケーションⅠB 80 英語コミュニケーションⅢC 未開講
英語コミュニケーションⅠC 未開講 英語コミュニケーションⅢD 未開講
英語コミュニケーションⅠD 未開講 情報処理概論 40
英語コミュニケーションⅡA 3 情報リテラシー 3
英語コミュニケーションⅡB 3 コンピューターリテラシー 41
英語コミュニケーションⅡC 未開講 ビジネスリテラシー 0
英語コミュニケーションⅡD 未開講 日本語表現法 3
英語コミュニケーションⅢA 0
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４－２教育科目・受講者数

教養基礎科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

科学と人間 17 法学 47
基礎化学 12 政治学 103
基礎生物学 157 経済学 43
健康栄養学 4 倫理学 123
物理と自然法則 8 哲学 149
地球の科学 8 文学 57
数学入門 3 基礎ジェンダー学 113
基礎統計学 42 心の科学(心理学） 27
社会調査基礎論 10
日本国憲法 241

課題別教養科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

現代社会論 80 司法制度と人権 2
現代科学文化論 8 労働と人権 20
現代生活論 未開講 消費者保護と人権 24
日本現代史 5 社会保障と生活 36
居住環境論 49 サステナビリティ論 未開講
環境衛生 5 地域とグローバリゼーション 未開講
資源とエネルギー 60 芸術論Ⅰ 39
自然災害と防災の科学 86 芸術論Ⅱ 47
住まいと健康と安全 42 家族関係論 81
人間の安全保障と国際協力 未開講 対人関係論 15
現代人権論 未開講 地域メディア論 30
ジェンダーとキャリア 29

健康・スポーツ科目 （単位：人）
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

健康スポーツ科学Ⅰ 258 健康とヘルスプロモーション 22
健康スポーツ科学Ⅱ 270 栄養と疾患 未開講
心の健康 89

域学共生科目
授　業　科　目 受講者数 授　業　科　目 受講者数

地域学概論 374 専門職連携論 28
土佐の歴史と文化 108 チーム形成論 69
土佐の経済とまちづくり 77 地域学実習Ⅰ 348
土佐の自然と暮らし 39 地域学実習Ⅱ 317
土佐の食と健康 162 域学共生実習 未開講
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４－２教育科目・受講者数

（2）　専門教育科目（平成28年度）

○ 文化学部　文化学科（旧カリキュラム）

　（その１） （単位：人）
受講者数 受講者数

文化学入門 未開講 日本近現代詩歌論 未開講

文化哲学 未開講 中国古典文学論 未開講

基礎演習Ⅰ 4 日本神話講義 12

基礎演習Ⅱ 未開講 物語文学講読ⅠA 未開講

基礎演習Ⅲ 未開講 物語文学講読ⅠB 未開講

基礎演習Ⅳ 未開講 物語文学講読ⅡA 未開講

基礎演習Ⅴ 未開講 物語文学講読ⅡB 未開講

基礎演習Ⅵ 未開講 日本文学講読A 未開講

基礎演習Ⅶ 未開講 日本文学講読B 未開講

基礎演習Ⅷ 未開講 日本近世文学講読ⅠA 未開講

基礎演習Ⅸ 未開講 日本近世文学講読ⅠB 未開講

基礎演習Ⅹ 未開講 日本近世文学講読ⅡA 未開講

基礎演習ⅩⅠ 未開講 日本近世文学講読ⅡB 未開講

基礎演習ⅩⅡ 未開講 日本近代文学講読A 未開講

基礎演習ⅩⅢ 未開講 日本近代文学講読B 未開講

土佐地域文化研究(方言) 未開講 日本現代文学講読A 未開講

土佐地域文化研究(祭り) 未開講 日本現代文学講読B 未開講

土佐地域文化研究(スポーツ) 未開講 中国古典文学講読ⅠA 未開講

土佐地域文化研究(民俗) 未開講 中国古典文学講読ⅠB 未開講

土佐地域文化研究(文学) 未開講 中国古典文学講読ⅡA 未開講

土佐地域文化研究(地域学) 未開講 中国古典文学講読ⅡB 未開講

中国語初級Ⅰ 未開講 イギリス文学講読ⅠA 31

中国語初級Ⅱ 未開講 イギリス文学講読ⅠB 未開講

中国語中級Ⅰ 13 イギリス文学講読ⅡA 16

中国語中級Ⅱ 12 イギリス文学講読ⅡB 未開講

ドイツ語初級Ⅰ 未開講 アメリカ文学講読A 17

ドイツ語初級Ⅱ 未開講 アメリカ文学講読B 未開講

ドイツ語中級Ⅰ 2 日本語文章構成法 未開講

ドイツ語中級Ⅱ 2 平安朝文学演習A 未開講

フランス語初級Ⅰ 未開講 平安朝文学演習B 12

フランス語初級Ⅱ 未開講 平安朝文学演習C 未開講

フランス語中級Ⅰ 8 日本文学演習A 未開講

フランス語中級Ⅱ 11 日本文学演習B 未開講

情報処理演習 11 日本文学演習C 未開講

プレゼンテーション論 未開講 日本文学演習A 未開講

フィールドワークⅠ 未開講 日本近世文学演習A 未開講

フィールドワークⅡ 未開講 日本近世文学演習B 未開講

フィールドワークⅢ 未開講 日本近世文学演習C 未開講

フィールドワークⅣ 14 日本近現代文学演習A 未開講

フィールドワークⅤ 未開講 日本近現代文学演習B 22

ＮＰＯ論 未開講 日本近現代文学演習C 未開講

日本文学入門 未開講 日本近現代文学演習Ａ 未開講

英米文学入門 未開講 日本近現代文学演習Ｂ 未開講

日本文学史 36 中国古典文学演習A 未開講

中国文学史 未開講 中国古典文学演習B 5

イギリス文学史 未開講 中国古典文学演習C 未開講

アメリカ文学史 未開講 イギリス文学演習A 未開講

比較文学 未開講 イギリス文学演習B 未開講

文学批評理論 未開講 イギリス文学演習C 未開講

日本文学特論 未開講 アメリカ文学演習A 1

日本近世文学特論 43 アメリカ文学演習B 6

日本近代文学持論 未開講 アメリカ文学演習C 未開講

日本古典文学制度講義 未開講 アメリカ文学演習Ａ 未開講

授　業　科　目 授　業　科　目
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４－２教育科目・受講者数

　（その２） （単位：人）
受講者数 受講者数

アメリカ文学演習B 未開講 地域文化論演習ⅡB 未開講

書評Ⅰ 未開講 地域文化論演習ⅡC 未開講

書評Ⅱ 未開講 ジェンダー論 未開講

書評Ⅲ 未開講 ジェンダー論講読A 22

書評Ⅳ 未開講 ジェンダー論講読B 未開講

日本文化概論 未開講 ジェンダー論演習A 未開講

日本文化論講読ⅠA 9 ジェンダー論演習B 未開講

日本文化論講読ⅠB 未開講 ジェンダー論演習C 未開講

日本文化論講読ⅡA 10 観光文化論 未開講

日本文化論講読ⅡB 未開講 観光文化論講読A 未開講

日本文化論演習A 1 観光文化論講読B 未開講

日本文化論演習B 7 観光と自然環境 未開講

日本文化論演習C 未開講 景観文化論 未開講

日本文化論演習Ａ 未開講 住文化論 未開講

民俗学 未開講 防災文化論 未開講

日本史 38 文化人類学 未開講

日本思想史 未開講 文化人類学講読A 未開講

書道 未開講 文化人類学講読B 未開講

日本文化史 6 文化人類学演習A 未開講

考古学 未開講 文化人類学演習B 4

中国文化論 未開講 文化人類学演習C 未開講

アジア思想史 72 文化政策学Ⅰ 39

現代アジア文化論 未開講 文化政策学Ⅱ 未開講

英米文化概論 未開講 まちづくり政策論 35

英米文化史Ⅰ 未開講 まちづくり政策論講読ⅠA 未開講

英米文化史Ⅱ 31 まちづくり政策論講読ⅠB 未開講

西洋史 未開講 まちづくり政策論講読ⅡA 23

比較宗教学 未開講 まちづくり政策論講読ⅡB 未開講

近現代文化論 50 まちづくり政策論演習A 未開講

現代社会論 未開講 まちづくり政策論演習B 7

現代社会論講読ⅠA 42 まちづくり政策論演習C 未開講

現代社会論講読ⅠB 未開講 公共哲学 未開講

現代社会論講読ⅡA 31 哲学講読ⅠA 22

現代社会論講読ⅡB 未開講 哲学講読ⅠB 未開講

現代社会論演習A 未開講 哲学講読ⅡA 未開講

現代社会論演習B 8 哲学講読ⅡB 未開講

現代社会論演習C 未開講 哲学演習A 未開講

現代社会論演習ⅠＡ 未開講 哲学演習B 7

現代社会論演習ⅠＢ 未開講 哲学演習C 未開講

地域文化論Ⅰ 未開講 現代思想 未開講

地域文化論Ⅱ 未開講 日本語コミュニケーションⅠ 1

地域文化論Ⅲ 未開講 日本語コミュニケーションⅡ 未開講

地域文化論Ⅳ 未開講 日本語コミュニケーションⅢ 未開講

地域文化論講読ⅠA 10 中国語コミュニケーションⅠ 10

地域文化論講読ⅠB 7 中国語コミュニケーションⅡ 13

地域文化論講読ⅡA 46 中級英語リスニング 未開講

地域文化論講読ⅡB 6 上級英語リスニング 1

地域文化論講読ⅢA 未開講 中級英語スピーキング 未開講

地域文化論講読ⅢB 未開講 上級英語スピーキング 10

地域文化論演習ⅠA 未開講 中級英語アカデミックライティング 未開講

地域文化論演習ⅠB 未開講 上級英語アカデミックライティング 12

地域文化論演習ⅠC 未開講 英語文法・英作文Ⅰ 未開講

地域文化論演習ⅡA 未開講 英語文法・英作文Ⅱ 未開講
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４－２教育科目・受講者数

　（その３） （単位：人）
受講者数 受講者数

英語音声学 未開講 日本語言語文化論講読ⅣA 19
TOEICⅠ 未開講 日本語言語文化論講読ⅣB 未開講

TOEICⅡ 6 日本語言語文化論演習ⅠA 未開講

TOEFLⅠ 未開講 日本語言語文化論演習ⅠB 17
TOEFLⅡ 未開講 日本語言語文化論演習ⅠC 未開講

言語文化論 26 日本語言語文化論演習ⅡA 未開講

英語言語文化論講読ⅠA 16 日本語言語文化論演習ⅡB 未開講

英語言語文化論講読ⅠB 未開講 日本語言語文化論演習ⅡC 未開講

英語言語文化論講読ⅡA 未開講 日本語教育学Ⅰ 未開講

英語言語文化論講読ⅡB 未開講 日本語教育学Ⅱ 未開講

英語言語文化論講読ⅢA 16 日本語教育実践研究Ⅰ 4
英語言語文化論講読ⅢB 未開講 日本語教育実践研究Ⅱ 2
英語言語文化論講読ⅣA 8 異文化コミュニケーション論 9
英語言語文化論講読ⅣB 未開講 国際日本学Ⅰ 未開講

英語言語文化論演習ⅠA 未開講 国際日本学Ⅱ 未開講

英語言語文化論演習ⅠB 23 国際日本学Ⅲ 未開講

英語言語文化論演習ⅠC 未開講 国際日本学Ⅳ 未開講

英語言語文化論演習ⅡA 1 国際日本学Ⅴ 未開講

英語言語文化論演習ⅡB 未開講 国際日本学Ⅵ 未開講

英語言語文化論演習ⅡC 未開講 比較日本学Ⅰ 未開講

英語言語文化論演習ⅢA 未開講 比較日本学Ⅱ 未開講

英語言語文化論演習ⅢB 未開講 比較日本学Ⅲ 未開講

英語言語文化論演習ⅢC 未開講 国際日本学フィールドワーク 未開講

英語言語文化論演習ⅡＡ 未開講 比較文化論 18
英語言語文化論演習ⅡＢ 未開講 比較文化論講読A 未開講

対照言語学 未開講 比較文化論講読B 未開講

日本語学 未開講 比較文化論演習A 未開講

日本語史 未開講 比較文化論演習B 17

日本語音声学・音韻論 未開講 比較文化論演習C 未開講

日本語言語文化論講読ⅠA 未開講 比較文化論演習ⅠＡ 未開講

日本語言語文化論講読ⅠB 未開講 未開講

日本語言語文化論講読ⅡA 36 自主研修 11
日本語言語文化論講読ⅡB 未開講 キャリア形成セミナー 10
日本語言語文化論講読ⅢA 33 企業実習 19
日本語言語文化論講読ⅢB 未開講 卒業研究 85
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４－２教育科目・受講者数

○ 文化学部　文化学科（新カリキュラム）
　（その１）

受講者数 受講者数
基礎演習 171 比較日本学Ⅱ 未開講

中国語基礎Ⅰ 93 国際関係論 42
中国語基礎Ⅱ 87 国際開発論 50
ドイツ語基礎Ⅰ 23 国際文化専門演習Ⅰ 未開講

ドイツ語基礎Ⅱ 25 国際文化専門演習Ⅱ 未開講

フランス語基礎Ⅰ 38 日本語史 93
フランス語基礎Ⅱ 39 日本語音声学・音韻論 124
日本語Ⅰ 4 日本語学講読 92
日本語Ⅱ 4 日本語文章構成論 105
情報処理演習 169 国語教育学講読Ⅰ 67
文献調査論 165 国語教育学講読Ⅱ 22
基礎読書法 73 日本語教育学概論 35
文化哲学 150 日本語教育教材論 未開講

文化人類学 151 日本語学専門演習Ⅰ 未開講

文化と権利 171 日本語学専門演習Ⅱ 未開講

文化と裁判 59 基礎古典 66
公共哲学 179 日本文学史（古典） 未開講

民俗学 177 日本文学史（近代） 未開講

文化と経済 191 古典文学基礎講読Ⅰ 未開講

日本文学概論 135 古典文学基礎講読Ⅱ 未開講

言語学概論 130 古典文学講読Ⅰ 未開講

日本語学概論 133 古典文学講読Ⅱ 未開講

グローバルスタディー 126 近代文学講読 126
異文化コミュニケーション 未開講 現代文学講読 80
社会調査論 121 中国文学史 66
域学共生フィールドワーク 未開講 中国文学講読(散文） 64
文化学課題研究ゼミナールⅠ 未開講 中国文学講読（韻文） 未開講

文化学課題研究ゼミナールⅡ 未開講 日本文学専門演習Ⅰ 未開講

文化学課題研究ゼミナールⅢ 6 日本文学専門演習Ⅱ 未開講

文化学課題研究ゼミナールⅣ 6 書道 34
キャリアデザイン論 201 地域文化論 123
キャリア形成論 61 日本思想史 未開講

企業実習 未開講 日本文化論 134
英語学概論 59 土佐地域文化資源論（歴史） 43
比較言語研究 35 土佐地域文化資源論（方言） 89
対照言語学 6 文化政策論 未開講

言語教育実践論Ⅰ 未開講 男女共同参画社会論 未開講

言語教育実践論Ⅱ 未開講 地域防災論 81
英語文法論 75 住文化論 47
英語ライティングⅠ 48 地域文化専門演習Ⅰ 未開講

英語ライティングⅡ 未開講 地域文化専門演習Ⅱ 未開講

英語音声学 58 地域づくり論 66
英語スピーキングⅠ 39 地域産業論 27
英語スピーキングⅡ 未開講 地域分析論 69
英語学専門演習Ⅰ 未開講 地方自治論 未開講

英語学専門演習Ⅱ 未開講 NPO論 16
英文化・文学史 53 地域づくりフィールドスタディⅠ 69
英文化・文学論 未開講 地域づくりフィールドスタディⅡ 未開講

米文化・文学史 41 地域づくり専門演習Ⅰ 未開講

米文化・文学論 未開講 地域づくり専門演習Ⅱ 未開講

国際日本学Ⅰ 41 観光文化論Ⅰ 47
国際日本学Ⅱ 未開講 観光文化論Ⅱ 未開講

比較日本学Ⅰ 未開講 景観文化論 66
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４－２教育科目・受講者数

　（その２）

受講者数
観光と自然環境Ⅰ 109 現代法思想論 未開講

観光と自然環境Ⅱ 未開講 情報化社会と法文化 未開講

観光文化フィールドスタディⅠ 61 地域社会と法文化 未開講

観光文化フィールドスタディⅡ 未開講 生命倫理と法 未開講

観光フィールド専門演習Ⅰ 未開講 平和構築論 未開講

観光フィールド専門演習Ⅱ 未開講 現代法文化専門演習Ⅰ 未開講

観光学総論 83 現代法文化専門演習Ⅱ 未開講

観光まちづくり論Ⅰ 78 生活と法文化 62
観光まちづくり論Ⅱ 未開講 文化と人権 44
観光産業論 37 災害と法 未開講

観光企画論 未開講 ワーク・ライフ・バランスと法 未開講

観光まちづくりフィールドスタディⅠ 21 労働契約と法文化 45
観光まちづくりフィールドスタディⅡ 未開講 社会保障と法文化 33
観光産業専門演習 未開講 家族関係と法文化 7
観光企画専門演習 未開講 生活法文化専門演習Ⅰ 未開講

文化と統治システム 95 生活法文化専門演習Ⅱ 未開講

行政と法文化 未開講
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４－２教育科目・受講者数

○ 看護学部　看護学科

受講者数 受講者数
医学の世界 84 治療援助論Ⅱ 84

人体の構造Ⅰ 84 症状と看護 83

人体の構造Ⅱ 84 看護援助の動向と課題 未開講

人体の機能Ⅰ 84 ふれあい看護実習 84

人体の機能Ⅱ 85 看護基盤実習 84

人体のしくみの乱れⅠ 84 看護システム論 84

人体のしくみの乱れⅡ 83 看護サービス論 80

心のしくみ 84 看護教育論 4

病態と治療Ⅰ 83 看護管理の動向と課題 2

病態と治療Ⅱ 83 チーム医療実習 81

診断学 84 看護管理実習 82

微生物学 83 急性期看護論 83

栄養学 84 急性期看護援助論 82

生化学 84 回復期看護援助論 84

薬理学 86 急性期看護の動向と課題 4

治療学総論 83 急性期看護実習 81

小児と疾患 82 慢性期看護論 83

母性学 83 慢性期看護援助論 82

保健統計学 83 終末期看護援助論 82

疫学 82 慢性期看護の動向と課題 1

健康管理論 82 慢性期看護実習 81

地域保健政策 81 老人看護学総論 84

生命の科学と倫理 28 老人の健康と看護 83

医療史 37 老人看護援助論 84

社会保障と看護 57 老人看護の動向と課題 未開講

心理学理論と心理的支援 未開講 精神看護学総論 83

行動科学 58 精神の健康と看護 83

保健行動論 29 精神看護援助論 82

人間工学 7 精神看護の動向と課題 2

公衆衛生学 83 精神看護実習 81

在宅医療 40 小児看護学総論 84

医療と経営 24 小児の健康と看護 82

助産学 21 小児看護援助論 82

助産診断論 21 小児看護の動向と課題 7

小児看護実習 80

看護学総論 84 母性看護学総論 83

健康と看護 84 母性看護対象論 83

環境と看護 84 母性看護援助論 82

人間と看護 84 母性看護の動向と課題 2

看護研究方法論 82 母性看護実習 81

看護哲学と倫理 81

生活と看護 84 助産看護学総論 8

生活援助論Ⅰ 84 助産看護診断論 8

生活援助論Ⅱ 84 助産技術論Ⅰ 8

生活援助論Ⅲ 84 助産技術論Ⅱ 8

看護過程論 84 助産看護援助論 8

援助関係論 84 助産看護管理論 8

フィジカルアセスメントⅠ 84 助産看護の動向と課題 8

フィジカルアセスメントⅡ 84 助産看護実習Ⅰ 8

治療援助論Ⅰ 84 助産看護実習Ⅱ 8
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４－２教育科目・受講者数

　（その２） （単位：人）
受講者数 受講者数

在宅看護学総論 84 看護セミナーⅠ 61

在宅看護対象論 82 看護セミナーⅡ 54

在宅看護援助論 81 看護セミナーⅢ 5

在宅看護リエゾン論 28 看護セミナーⅣ 16

在宅看護の動向と課題 2 看護セミナーⅤ 82

在宅看護実習 81 看護セミナーⅥ 82

地域看護学総論 84 臨床看護論Ⅰ 未開講

地域の健康と看護 82 臨床看護論Ⅱ 2

地域看護援助論 82 臨床看護論Ⅲ 18

地域看護の動向と課題 7 臨床看護論Ⅳ 1

地域看護実習 73 臨床看護論Ⅴ 6

学校保健 18 臨床看護論Ⅵ 4

養護概説 29 母性・助産看護実践論 8

看護研究 81 精神看護実践論 未開講

看護と政策 81 急性期看護実践論 2

がん看護論 81 慢性期看護実践論 未開講

総合看護実習 82 小児看護実践論 未開講

看護実践能力開発実習 81 地域看護実践論 4

バイオロジカルナーシング 29 老人看護実践論 未開講

治療と看護 9 臨床看護実践論 未開講

災害と看護Ⅰ 71 医学と看護の統合 80

災害と看護Ⅱ 31 最新実践看護講座Ⅰ 2

看護と文化Ⅰ 57 最新実践看護講座Ⅱ 9

看護と文化Ⅱ 30

グローバルヘルス 12

看護学の動向と課題 48
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４－２教育科目・受講者数

○ 社会福祉学部　社会福祉学科

　（その1） （単位：人）
受講者数 受講者数

福祉対象入門 77 精神保健福祉援助技術各論 未開講

福祉援助入門 77 面接技法 未開講

社会福祉入門演習 77 医療ソーシャルワーク論 38

社会福祉基礎演習 77 相談援助演習Ⅰ 73

心理学理論と心理的支援 75 相談援助演習Ⅱ 72

社会理論と社会システム 78 相談援助演習Ⅲ 89

現代社会と福祉Ⅰ 79 相談援助演習Ⅳ 89

現代社会と福祉Ⅱ 77 相談援助実習指導Ⅰ 71

社会福祉史 未開講 相談援助実習指導Ⅱ 71

介護技術 27 相談援助実習指導Ⅲ 89

相談援助実習 89

事例研究法 71

実践記録法 未開講

チームアプローチ 5

スーパービジョン 未開講

社会保障論Ⅰ 77

社会保障論Ⅱ 77 地域福祉論Ⅰ 74

公的扶助論 73 地域福祉論Ⅱ 71

障害者福祉論 74 地域福祉活動 5

児童・家庭福祉論 74 国際福祉論 35

高齢者福祉論Ⅰ 77 コミュニティソーシャルワーク 23

高齢者福祉論Ⅱ 73 福祉ＮＰＯ論 54

精神保健福祉論Ⅰ 27 子育て支援論 未開講

精神保健福祉論Ⅱ 19 虐待防止論 未開講

福祉行財政と福祉計画  70 ケアマネジメント論 48

福祉サービスの組織と経営 73 ケアマネジメント演習 47

権利擁護論 70 ケアプラン策定法 未開講

更生保護制度 70 就労支援サービス 未開講

保健医療サービス 74 精神科リハビリテーション学  19

女性福祉論 33 精神保健福祉援助演習 27

医療福祉論 108 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 19

人体の構造と機能及び疾病 81 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 27

精神医学Ⅰ 19 精神保健福祉援助実習Ⅰ 27

精神医学Ⅱ 19 精神保健福祉援助実習Ⅱ 27

精神保健学Ⅰ 19

精神保健学Ⅱ 19

発達と老化の理解Ⅰ 25

発達と老化の理解Ⅱ 19

認知症の理解Ⅰ 25

認知症の理解Ⅱ 24 介護の基本Ⅰ 15

障害の理解Ⅰ 19 介護の基本Ⅱ 23

障害の理解Ⅱ 19 介護の基本Ⅲ 19

こころとからだのしくみⅠ 16 コミュニケーション技術 15

こころとからだのしくみⅡ 17 生活支援技術Ⅰ 15

相談援助の基盤と専門職 77 生活支援技術Ⅱ 15

相談援助の理論と方法Ⅰ 73 生活支援技術Ⅲ 23

相談援助の理論と方法Ⅱ 71 生活支援技術Ⅳ 23

相談援助の理論と方法Ⅲ 72 生活支援技術Ⅴ 19

相談援助と理論と方法Ⅳ 未開講 介護過程Ⅰ 15

精神保健福祉援助技術総論 27 介護過程Ⅱ 23
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４－２教育科目・受講者数

　（その2） （単位：人）
受講者数 受講者数

介護過程Ⅲ 23 福祉研究法入門 72

介護過程Ⅳ 19 社会調査の基礎 未開講

介護総合演習Ⅰ 15 社会福祉専門演習Ⅰ 69

介護総合演習Ⅱ 23 社会福祉専門演習Ⅱ 70

介護総合演習Ⅲ 19 社会福祉専門演習Ⅲ 未開講

介護総合演習Ⅳ 未開講 社会福祉専門演習Ⅳ 未開講

介護実習Ⅰ 15

介護実習Ⅱ 23

介護実習Ⅲ 19

医療的ケアⅠ 19

医療的ケアⅡ 未開講
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４－２教育科目・受講者数

○健康栄養学部　健康栄養学科

（単位：人）
受講者数 受講者数

健康栄養学基礎 41 栄養教育論Ⅰ 42

健康栄養学応用 67 栄養教育論Ⅱ 未開講

地域健康論 41 栄養教育論Ⅲ 41

介護論 41 栄養教育論実習Ⅰ 41

食と介護 41 栄養教育論実習Ⅱ 41

保健医療福祉論 未開講 学校栄養指導論Ⅰ 3

地域医療論 未開講 学校栄養指導論Ⅱ 3

公衆衛生学 未開講 臨床栄養学Ⅰ 42

環境衛生学実習 41 臨床栄養学Ⅱ 41

健康情報論実習 41 臨床栄養学Ⅲ 42

臨床実践栄養学 41

生化学Ⅰ 43 臨床栄養学実習Ⅰ 41

生化学Ⅱ 41 臨床栄養学実習Ⅱ 41

生化学実験 42 公衆栄養学Ⅰ 43

人体の構造と機能Ⅰ 41 公衆栄養学Ⅱ 42

人体の構造と機能Ⅱ 41 地域公衆栄養学実習 41

臨床医科学 40 給食経営管理論 42

疾病論Ⅰ 43 給食計画論 42

疾病論Ⅱ 42 給食経営管理実習Ⅰ 41

運動生理学 42 給食経営管理実習Ⅱ 41

生体科学実験・実習 42 管理栄養士総合演習Ⅰ 41

食品学 41 管理栄養士総合演習Ⅱ 41

食品学実験Ⅰ 41 給食経営管理臨地実習 41

食品学実験Ⅱ 42 臨床栄養学臨地実習Ⅰ 41

食材学 41 臨床栄養学臨地実習Ⅱ 41

食品の栄養素と機能 42 地域公衆栄養学臨地実習 41

食品衛生学 42 地域実践栄養学臨地実習 11

食品衛生学実験 42 生活経営学(生活経済学を含む） 未開講

フードシステム学 未開講 家族関係論 未開講

調理学 41 保育学（実習及び家庭看護を含む） 7

調理学実習Ⅰ 41 衣生活学 未開講

調理学実習Ⅱ 41 服飾造形実習Ⅰ 未開講

調理学実習Ⅲ 40 服飾造形実習Ⅱ 未開講

調理科学実験 44 住居学（製図を含む） 未開講

基礎栄養学 45 家庭機械・家庭電気 1

基礎栄養学実験 42

応用栄養学Ⅰ 42

応用栄養学Ⅱ 42

応用栄養学実習 42

ライフステージ栄養学 42

企業実習 未開講
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 ４－２教育科目・受講者数

○看護学研究科看護学専攻<博士前期課程＞ （単位：人）
受講者数 受講者数

看護理論と実践 7 小児看護論 3
看護学基盤論 5 小児看護対象論 3
看護研究と実践 7 小児看護方法論Ⅰ
看護理論と研究Ⅱ 0 小児看護方法論Ⅱ 1
データ分析方法論 8 小児診断治療学Ⅰ
看護倫理 7 小児診断治療学Ⅱ
臨床倫理 5 小児看護課題研究
フィジカルアセスメント特論 7 小児看護学実践演習Ⅰ
病態生理学 7 小児看護学実践演習Ⅱ 1
臨床薬理学 7 小児看護学実践演習Ⅲ 2
こころの発達 3 小児看護学実践演習Ⅳ
看護サービス管理論 7 小児看護学実践演習Ⅴ
看護マネジメント論 6 精神看護論
看護教育論Ⅰ 9 精神看護対象論 0
看護教育論Ⅱ 11 精神看護方法論Ⅰ
保健医療政策と経済Ⅰ 8 精神看護方法論Ⅱ 0
保健医療政策と経済Ⅱ 12 精神看護展開論Ⅰ 0
最新専門看護実践講座Ⅰ 12 精神看護展開論Ⅱ 0
看護学の動向と展望 12 精神看護展開論Ⅲ 0
がん看護論 2 精神看護展開論Ⅳ 0
緩和ケア特論 精神診断治療学Ⅰ
がん看護方法論Ⅰ 精神診断治療学Ⅱ
がん看護方法論Ⅱ 3 精神看護課題研究
がん看護方法論Ⅲ 3 精神看護学実践演習Ⅰ
がん病態生理学 精神看護学実践演習Ⅱ
がん診断治療学 精神看護学実践演習Ⅲ 0
がん薬理学 精神看護学実践演習Ⅳ
がん看護課題研究 精神看護学実践演習Ⅴ
がん看護学実践演習Ⅰ 家族看護論 7
がん看護学実践演習Ⅱ 3 家族看護援助論
がん看護学実践演習Ⅲ 3 家族と病気
がん看護学実践演習Ⅳ 3 家族療法
がん看護学実践演習Ⅴ 家族ケアの開発 1
慢性看護論 0 家族看護学演習
慢性看護対象論 家族看護課題研究
慢性期看護方法論Ⅰ 家族看護学実践演習Ⅰ
慢性期看護方法論Ⅱ 0 家族看護学実践演習Ⅱ 1
慢性疾患診断治療学Ⅰ 家族看護学実践演習Ⅲ
慢性疾患診断治療学Ⅱ 0 家族看護学実践演習Ⅳ
慢性看護学課題研究 看護研究演習Ⅰ（家族看護学研究演習）

慢性看護学実践演習Ⅰ 0 家族看護学研究方法Ⅱ 0
慢性看護学実践演習Ⅱ 0 地域看護論
慢性看護学実践演習Ⅲ 0 地域ケアシステム論
慢性看護学実践演習Ⅳ 0 地域看護展開論Ⅰ
慢性看護学実践演習Ⅴ 0 地域看護展開論Ⅱ
クリティカルケア看護論Ⅰ 1 看護研究演習Ⅱ（地域看護学研究演習）

クリティカルケア看護論Ⅱ 地域看護課題研究
クリティカルケア看護方法論Ⅰ 地域看護学実践演習Ⅰ
クリティカルケア看護方法論Ⅱ 3 地域看護学実践演習Ⅱ
クリティカルケア看護方法論Ⅲ 地域看護学実践演習Ⅲ
クリティカルケア看護方法論Ⅳ 3 地域看護学実践演習Ⅳ
クリティカルケア診断治療学Ⅰ
クリティカルケア診断治療学Ⅱ 4
クリティカルケア看護課題研究
クリティカルケア看護学実践演習Ⅰ
クリティカルケア看護学実践演習Ⅱ 3
クリティカルケア看護学実践演習Ⅲ 3
クリティカルケア看護学実践演習Ⅳ
クリティカルケア看護学実践演習Ⅴ

　【　大 学 院　】（平成28年度）
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 ４－２教育科目・受講者数

（その2） （単位：人）
受講者数 受講者数

在宅看護論 0 看護管理論 0
在宅看護方法論Ⅰ システム経営管理論 0
在宅看護方法論Ⅱ 1 看護管理展開論
在宅看護方法論Ⅲ 2 看護管理の動向と展望 2
在宅ケアシステム論 2 看護管理課題研究
在宅看護展開論Ⅰ 看護管理学実践演習Ⅰ
在宅看護展開論Ⅱ 看護管理学実践演習Ⅱ 0
在宅療養診断治療学Ⅰ 看護管理学実践演習Ⅲ 0
在宅療養診断治療学Ⅱ 2 看護研究演習Ⅲ（看護管理学研究演習）

在宅看護課題研究 看護管理学研究方法 1
在宅看護学実践演習Ⅰ 精神看護ケア研究
在宅看護学実践演習Ⅱ 老人看護ケア研究
在宅看護学実践演習Ⅲ 2 がん看護ケア研究
在宅看護学実践演習Ⅳ 2 小児看護ケア研究
在宅看護学実践演習Ⅴ 慢性期看護ケア研究
老人看護論 0 クリティカルケア研究
老人看護対象論 臨床看護管理研究
老人看護方法論 0 母性・助産看護ケア研究
老人ケアシステム論 0 臨床看護学専門演習
老人看護展開論Ⅰ 臨床看護学研究方法Ⅰ 1
老人看護展開論Ⅱ 臨床看護学研究方法Ⅱ
老年病診断治療学Ⅰ 2 地域ケア研究
老年病診断治療学Ⅱ 0 学校保健研究
老人看護課題研究 家族ケア研究
老人看護学実践演習Ⅰ 在宅ケア研究
老人看護学実践演習Ⅱ 保健学研究
老人看護学実践演習Ⅲ 0 地域保健学専門演習
老人看護学実践演習Ⅳ 0 地域看護学研究方法Ⅰ
老人看護学実践演習Ⅴ 地域看護学研究方法Ⅱ
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 ４－２教育科目・受講者数

○看護学研究科看護学専攻<博士後期課程＞ （単位：人）
受講者数 受講者数

看護理論学 4 精神看護学Ⅰ 0
看護学研究方法Ⅰ 3 精神看護学Ⅱ 0
看護学研究方法Ⅱ 3 家族看護学Ⅰ 0
看護倫理学 3 家族看護学Ⅱ 0
解釈的看護学 3 地域看護学Ⅰ 0
イノベーション看護学 3 地域看護学Ⅱ 0
国際看護学 3 学校保健学 0
医学研究方法論 0 看護病態生理学Ⅰ 0
小児看護学Ⅰ 0 看護病態生理学Ⅱ 0
小児看護学Ⅱ 0 看護経営管理学Ⅰ 0
成人看護学 0 看護経営管理学Ⅱ 0
老人看護学Ⅰ 0 看護学特別研究Ⅰ 6
老人看護学Ⅱ 0 看護学特別研究Ⅱ 7
がん看護学Ⅰ 0 看護学特別研究Ⅲ 4
がん看護学Ⅱ 0

○看護学研究科共同災害看護学専攻<博士課程＞
（　）内は本学学生数 （単位：人）

受講者数 受講者数
看護研究方法 10（2） 災害看護活動論Ⅰ 10（2）
倫理看護学Ⅰ 10（2） 災害看護活動論Ⅱ 10（2）
倫理看護学Ⅱ 0 災害看護活動論Ⅲ 10（2）
看護倫理 8（2） 災害看護学特論 0
看護情報統計学 3 災害看護グローバルコーディネーション論 0
保健学的・疫学的研究法 8（2） 災害国際活動論 0
看護研究方法論Ⅰ(国際比較研究) 3 災害看護管理・指揮論 0
看護研究方法論Ⅱ(エスノグラフィー) 3（1） 災害看護倫理 0
看護研究法論Ⅲ 災害看護理論構築 0
(ケーススタディ・アクションリサーチ) 災害看護活動論演習Ⅰ 10（2）
看護研究方法論Ⅳ 災害看護活動論演習Ⅱ 10（2）
(グラウンデッドセオリー) 災害時専門職連携演習(災害IP演習） 4（1）
看護研究方法論Ⅴ(現象学的研究方法） 4（1） 災害看護グローバルリーダー演習 7
看護研究方法論Ⅵ インディペンデントスタディ(演習）A 2（2）
(介入研究・尺度開発含） インディペンデントスタディ(演習）B 2
危機管理論 6（2） インディペンデントスタディ(演習）C 2
環境防災学 5（1） インディペンデントスタディ(演習）D 2
グローバルヘルスと政策 5（2） インディペンデントスタディ(演習）E 2
専門職連携実践論 6（1） 災害看護学実習Ⅰ 11（2）
災害医療学 9（1） 災害看護学実習Ⅱ 0
災害情報学 2 インディペンデントスタディ(実習）A 0
災害心理学 7（1） インディペンデントスタディ(実習）B 0
災害と文化 3 インディペンデントスタディ(実習）C 0
災害社会学 3（2） インディペンデントスタディ(実習）D 0
災害福祉学 6（2） インディペンデントスタディ(実習）E 0
Professional writing 7（2） 実践課題レポート 11（2）
Proposal writing 災害看護研究デベロップメント 0
(Research proposal writing skill) 博士論文 0
Program writing
（Program Proposal writing skill）
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 ４－２教育科目・受講者数

○人間生活学研究科人間生活学専攻＜博士前期課程＞ （単位：人）

受講者数 受講者数

研究と倫理 12 介護福祉論 未開講
研究方法論Ⅰ 4 介護福祉演習 5
研究方法論Ⅱ 10 高齢者福祉論 未開講
研究方法論Ⅲ 10 障害者福祉論 9
データ解析論 6 精神保健福祉論 未開講
ジェンダー論 8 精神科ソーシャルワーク論 7
住環境論 未開講 児童福祉論 8
環境解析論 4 児童福祉演習 未開講
生活環境論 未開講 地域文化論Ⅰ 未開講
教育学特論 未開講 地域文化論Ⅱ（新） 3
食品科学論Ⅰ 未開講 地域文化論Ⅱ（旧） －
食品科学論Ⅱ 3 地域文化論Ⅲ 9
食物科学論 未開講 日本文化論Ⅰ 5
食物科学実践演習 4 日本文化論Ⅱ 未開講
環境生態論 未開講 日本文化論Ⅲ 1
人間栄養論Ⅰ 未開講 中国文化論 未開講
人間栄養論Ⅱ 未開講 英語文化論Ⅰ 未開講
健康動態論 2 英語文化論Ⅱ 2
栄養・生活統計論 1 英語文化論Ⅲ 未開講
栄養疫学論 未開講 国際日本学 未開講
栄養・生活特論Ⅰ 2 課題研究演習 33
栄養・生活特論Ⅱ 未開講
社会福祉原論Ⅰ 未開講
社会福祉原論Ⅱ 10
ソーシャルワーク論　　 13
社会保障論 未開講
福祉行財政論 10
地域福祉論 未開講
地域福祉ソーシャルワーク演習 7
国際福祉論 未開講
国際福祉演習 7

（単位：人）
受講者数 受講者数

食品科学論Ⅰ 未開講 英語学特論Ⅰ 0
食品科学論Ⅱ 未開講 英語学特論Ⅱ 0
食物科学論 未開講 英語教育学特論Ⅰ 0
食物科学実践演習 未開講 英語教育学特論Ⅱ 0
環境生態論 未開講 英文学特論Ⅰ 0
人間栄養論Ⅰ 未開講 英文学特論Ⅱ 0
人間栄養論Ⅱ 未開講 米文学特論Ⅰ 0
食生活論Ⅰ 未開講 米文学特論Ⅱ 0
食生活論Ⅱ 未開講 国際日本学特論 0
食生活論演習 未開講 英語言語文化論演習Ⅰ 0
健康動態論 未開講 英語言語文化論演習Ⅱ 0
栄養・生活統計論 未開講
栄養・生活特論Ⅰ 未開講
栄養・生活特論Ⅱ 未開講
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 ４－２教育科目・受講者数

○人間生活学研究科人間生活学専攻＜博士後期課程（単位：人）

受講者数 受講者数
居住文化論 0 栄養・生活学特別研究Ⅰ 1
表象・メディア論　 0 栄養・生活学特別研究Ⅱ 1
言語・コミュニケーション論 0 栄養・生活学特別研究Ⅲ 5
地球環境解析学 0 社会福祉学特別研究Ⅰ 1
環境生態学 1 社会福祉学特別研究Ⅱ 2
居住環境学 0 社会福祉学特別研究Ⅲ 2
人間栄養学 0
食品機能学 3
健康動態学 0
介護福祉学 0
障害者福祉学 2
児童・家族福祉学 3
地域福祉学 0
国際福祉政策学 0
社会福祉計画論 0

※「未開講」・・・隔年開講などにより年度当初から未開講科目であったもの

※「０」・・・年度当初開講予定科目で、院生がいないなどの理由で開講されなかったもの
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４－２教育科目・受講者数

（3）　教職に関する専門教育科目（平成28年度）

（単位：人）

受講者数 受講者数

教師論 99 家庭科教育法Ⅳ 未開講
教育原理 45 道徳教育論 78
発達心理学 27 特別活動論 55
教育心理学 23 教育方法論 66
教育社会学 52 生徒指導論 68
人権教育に関する科目 68 教育相談論 81
教育課程論 50 教育基礎理論 30
国語科教育法Ⅰ 5 教育カリキュラム開発論 18
国語科教育法Ⅱ 6 教育実習Ⅰ 14
国語科教育法Ⅲ 4 教育実習Ⅱ 13
国語科教育法Ⅳ 4 養護実習 10
英語科教育法Ⅰ 12 学校栄養教育実習 6
英語科教育法Ⅱ 12 教職実践演習(中・高) 14
英語科教育法Ⅲ 8 教職実践演習(養護) 10
英語科教育法Ⅳ 8 教職実践演習(栄養) 6
家庭科教育法Ⅰ 4
家庭科教育法Ⅱ 4
家庭科教育法Ⅲ 未開講

授　業　科　目 授　業　科　目
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４－３教員免許及び国家資格取得の状況

３　教員免許及び国家資格取得の状況

　(1)　教員免許申請状況（平成29年3月31日現在）
（単位：人）

学　　部 学　　科 種　類 教　科 申請者数

中一種
高一種

国語 4

高一種 国語 0

中一種
高一種

英語 7

高一種 英語 1

高一種 看護 0

養護一種 － 9

中一種
高一種

家庭 2

高一種 家庭 0

栄養一種 － 6

29

　(2)　国家試験合格状況 （単位：人）

国 家 資 格 受　験　日 区　　分 受 験 者 数 合 格 者 数 合 格 率

新　　卒 73 69 94.5%

既　　卒 2 1 50.0%

新　　卒 81 79 97.5%

既　　卒 2 2 100.0%

新　　卒 70 49 70.0%

既　　卒 26 7 26.9%

新　　卒 27 27 100.0%

既　　卒 1 1 100.0%

新　　卒 41 38 92.7%

既　　卒 不明 2 -

助　産　師 平成29年2月16日 新　　卒 8 6 75%

合　　　　　　　　計

健康栄養学部 健康栄養学科

看 護 学 部

文 化 学 部 文 化 学 科

看 護 学 科

精神保健福祉士
平成29年1月28日
平成29年1月29日

管理栄養士 平成29年3月19日

保　健　師 平成29年2月17日

看　護　師 平成29年2月19日

社会福祉士 平成29年1月29日

45



４－４－１学位授与状況

４　学位及び大学賞・学長賞等の授与状況

　（１）学位授与状況

○博　士 （単位：人）

平成28年度 累　　　計

14 23

1 5

- 50

15 78

○修　士

平成28年度 累　　　計

15 236

10 147

25 383

【学位授与者一覧（平成28年度）】

○博　士

授与年月日 学位の種類 氏　　名

平成29年3月21日 博士（看護学） 魚里　明子

平成29年3月21日 博士（看護学） 戸田　由美子

平成29年3月21日 博士（看護学） 山村　江美子

平成28年9月26日 博士（看護学） 西岡　久美子

平成28年9月26日 博士（看護学） 森下　安子

平成28年9月26日 博士（看護学） 井上　仁美 看護中間管理職のコンピテンシー

研　究　科　名

看護学研究科（博士前期課程）

人間生活学研究科（博士前期課程）

合　　　　計

健康生成に向かう「健康に生き抜く力」に関する研究

精神科看護師による患者advocacyに関する研究

論　　　文　　　名

終末期在宅がん療養者の看取りを行った家族が語るライフ
ヒストリー

保存期慢性腎臓病患者のエンパワメン卜を支援する看護ケ
アに関する研究

訪問看護師の協働実践力に関する研究

修　　　　　士

研　究　科　名
博　　　　　士

看護学研究科（博士後期課程）

合　　　　計

人間生活学研究科（博士後期課程）

健康生活科学研究科健康生活科学専攻（博士後期課程）
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４－４－１学位授与状況

授与年月日 学位の種類 氏　　名

平成28年9月26日 博士（看護学） 金正　貴美

平成28年9月26日 博士（看護学） 川田　美和

平成28年9月26日 博士（看護学） 高樽　由美

平成28年9月26日 博士（看護学） 藤代　知美

平成28年9月26日 博士（看護学） 森木　妙子

平成28年9月26日 博士（生活科学） 渡邊　慶子

平成28年9月26日 博士（生活科学） 島田　郁子

平成28年9月26日 博士（社会福祉学） 三好　弥生

平成29年3月21日 博士（社会福祉学） 河内　康文

○修　士

授与年月日 学位の種類 氏　　名

平成28年9月26日 修士（看護学） 平山　寛子

平成28年9月26日 修士（看護学） 永井　友里

平成29年3月21日 修士（看護学） 伊東　美佐

平成29年3月21日 修士（看護学） 今西　優子

平成29年3月21日 修士（看護学） 下元　貴惠

平成29年3月21日 修士（看護学） 髙松　いと子

平成29年3月21日 修士（看護学） 髙松　記子

平成29年3月21日 修士（看護学） 谷　めぐみ

人間のComfortと影響要因に関する研究

成人期にある高機能自閉症スペクトラム障害者の親を対象
としたエンパワメントプログラムの開発

成人期発症1型糖尿病患者のresilienceを高める教育プログ
ラムの開発

地域で生活する統合失調症をもつ人と看護師の交渉

看護師長が病棟運営上で行う看護管理の工夫

論　　　文　　　名

看護管理者のコミュニケーションに関する研究

在宅で生活する医療的ケアが必要な子どもを育てる母親の
Maternal Confidence

がん治療が終了した人とともに生活する家族の家族対処行
動

Economic Partnership Agreement 介護福祉士候補者の介
護現場における経験学習

がん治療時の食事摂取支援に関する研究

心臓手術患者の手術への準備性

食道がん患者の術後早期の体験への意味づけ

地震発生後に避難所となった学校における養護教諭の役割

中堅看護師の成長支援に関する研究

新たに医療的ケアが必要となった重症心身障害児の母親の
ベネフィット・ファインディング

高齢者給食における喫食率向上に関する研究－動物性た
んぱく質摂取量の向上を目指して－

論　　　文　　　名

高齢者を看取る過程における介護福祉士の意識の変容
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４－４－１学位授与状況

授与年月日 学位の種類 氏　　名

平成29年3月21日 修士（看護学） 二宮　園美

平成29年3月21日 修士（看護学） 野口　裕子

平成29年3月21日 修士（看護学） 野瀬　智代

平成29年3月21日 修士（看護学） 藤本　王子

平成29年3月21日 修士（看護学） 栁澤　千尋

平成29年3月21日 修士（看護学） 山本　恵理

平成29年3月21日 修士（看護学） 由藤　知里

平成28年9月26日 修士（社会福祉学） 大熊 絵理菜

平成28年9月26日 修士（社会福祉学） 大家 佐絵

平成28年9月26日 修士（社会福祉学） 安井 歩

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 有村 隆義

平成29年3月21日 修士（学術） 中山 由美

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 行弘 登

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 荒川 泰士

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 織田 千代子

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 森岡 千尋

平成29年3月21日 修士（社会福祉学） 湯浅 雅志

論　　　文　　　名

離島在住の高齢者が在宅生活を維持していくための支援と
課題－介護に関する情報・人的ネットワークの実態から－

過疎地区における生活・文化と地域づくり

老人クラブ加入者の減少要因と老人クラブ活性化に関する
一考察－高知県における実態調査をふまえて－

化学放射線療法を行う頭頸部がん患者のセルフケア

急性期病院・病棟の医療ソーシャルワーカーによる情報収
集・認識に関する研究－援助を決定するまでの過程分析－

女性のアルコール依存症者の支援の現状と工夫　中国・四
国地方の精神科医療機関におけるPSWの視点から

社会福祉施設におけるボランティアコーディネーターの役割
－ボランティアの受け入れ意義を共有化するための職員に

対する働きかけ－

退院調整看護師によるネットワーク構築

若い世代の生活困窮者への就労に向けた伴走型支援に関
する一考察－高知市生活支援相談センターの取り組みから

－

主任介護支援専門員が行う事例検討会の役割と意義－
スーパービジョンの機能に基づく分析－

独居終末期がん患者へのTransitional Care -一般病院に勤
務する看護師の実践を通して-

人工呼吸器装着患者のポジショニングにおけるＩＣＵ看護師
の臨床判断

高知市における買い物・移動困難高齢者に関する一考察

現代英語における主語としての無生物名詞に関する研究

統括保健師の交渉技術

家族の合意形成を促す看護介入 -退院という状況に焦点を
当てて-

慢性心不全療養者を支援する訪問看護師の困難感と方略
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 ４－４－２大学賞・学長賞授与状況

　【大学賞】

学部・研究科 学科・専攻 学年 受賞者数 功　　　　　績

看護学部 看護学科 4 1
学業成績、卒業論文の成果が特に優れており、社会活動
についても積極的にボランティアを行い、本学の発展のた
めに大きな功績が認められた。

看護学研究科
看護学専攻

博士前期課程
2 1

学業成績、修士論文の成果が特に優れていた。特に、修
士論文で明らかになった研究成果は、今後の看護実践の
質向上、看護管理学の発展に多大な貢献を果たすものと
高く評価された。

【学長賞】

学　　部 学　　科 学年 受賞者数 功　　　　　績

文化学部 文化学科 4 3

Society For Everyoneの中心メンバーとして、様々な活動
に熱心に取り組んできた。イギリスに本部を持つ国際協力
NGO団体OXFAMのユース団体、オックスファムクラブの
一員として、「貧困のない公正な社会の実現」を目指して
活発に地域社会で活動し、こうした活動は様々なメディア
でも取り上げられ、高く評価されている。

文化学部 文化学科 4 2

薬物乱用防止啓発サークル「ダメ。ゼッタイ。」の中心メン
バーとして、県内の小中学校等で薬物乱用防止教室の企
画開催などを行ってきた。11月には厚生労働省、広島県
が主催した「麻薬・覚醒剤乱用防止運動広島大会」（来場
者467名）で、四国を代表して薬物乱用防止の模擬授業を
行い、「素晴らしさに感動のあまり涙した」など、来場者か
ら高い評価を得た。

看護学部 看護学科 4 10

立志社中事業において、看護学の専門知識をわかりやす
く県民に伝え、知識の普及と健康文化の醸成を目的とし
た団体である健援隊の活動を3年間継続して行った。特に
熱中症予防の知識普及を目的としたよさこい祭りでのうち
わ配布では4年間で配布規模を5倍に拡大し、製作費用も
企業からの広告収入によりまかなうなど、事業費に依存
することなく継続的な活動が可能な組織体制を確立した。
また、協賛企業は4年間で7倍となった。当初は活動場所
を自ら探す必要があったが、活動を行った高校など４校か
ら継続的な活動を依頼されたり、とさっこタウンへの出演
要請を得るなど、地域社会から評価を得ている。

看護学部 看護学科 4 1

ドナルド・マクドナルド・ハウス（こうちハウス）において、病
気を抱える子供と家族が安心して心地よく過ごせるよう、
施設整備、ボランティア交流に携わった。また看護学生と
してキッズ・デイの企画・運営に携わり、地域住民に向け
た小児医療への啓発活動、県内の小児医療の支援体制
作りに貢献する取り組みを行った。その活動はドナルド・
マクドナルド・ハウスのホームページにも紹介され、施設
の利用者やスタッフの方からも高い評価を受けている。

社会福祉学部 社会福祉学科 3 1

1年次より「とさっ子タウン」の活動に継続的に参加し、今
年度は実行委員長として多様なメンバーからなる実行委
員をまとめ、活動全体を統括してきた。とさっ子タウンは5
月には日本経営協会が主催する「自治体総合フェア
2016」における「第8回協働まちづくり表彰」グランプリを受
賞するなど、全国的にも高い評価を受けている。

　（２）大学賞・学長賞授与状況
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 ４－４－２大学賞・学長賞授与状況

学　　部 学　　科 学年 受賞者数 功　　　　　績

社会福祉学部 社会福祉学科 4 2

高知医療センターにおける学生ボランティアサークル「ハ
モ☆イケ」の活動を中心として社会活動に積極的に携わ
り、本学の学生活動や地域貢献に寄与してきた。２回生
時には高知医療センターのボランティア総会で特別表彰
を受賞し、高い評価を受けている。

社会福祉学部 社会福祉学科 4 1

立志社中プロジェクト「活輝創生実行委員会」の代表とし
ての活動をはじめとする様々な地域・社会活動に積極的
に携わり、学内のみならず県内の地域活動を行う学生の
リーダー的存在として活動してきた。この活動は、地域住
民やイベントとの主催団体等からも高い評価を受けてい
る。

健康栄養学部 健康栄養学科 3 1

イケあい地域災害学生ボランティアセンターのリーダーと
して、熊本地震後の救護活動に参加するなど種々の方面
に積極的に活動している。また、今年度の公立大学学生
大会に、本学を代表して参加し、学長の方々との議論、交
流を積極的に行った。その結果、九州の大学教員や学生
から、「発災前からこんなに防災に力を入れて活動してい
ることは素晴らしい。高知県で震災が発生した際にはぜひ
高知県のために動いてほしい。」と高く評価を受けた。

看護学部 看護学科 1

社会福祉学部 社会福祉学科 8

公益社団法人日本糖尿病協会が主催する小児糖尿病サ
マーキャンプの開催にあたり、１回生次より毎年サマー
キャンプの開催２ヶ月以上前から１型糖尿病などに関する
勉強会を重ね、サマーキャンプ中の食事の献立説明文を
作成するなど、自主的に活動してきた。今年度はさらに、
期間中の企画として料理教室を準備し、開催した。活動を
通じて、子どもたちから信頼され、また会いたいと言われ
るなど、評価を得ている。

4

太鼓部の企画・運営に4年間真摯に携わった。このメン
バーは、2年間部員がいなかった太鼓部を復活させ、一時
中断していた入学式等の大学行事でも演目披露ができる
ようになった。また、県内の地域の行事や祭り等での演目
披露に加え、県内の病院等で利用者や子供たちに対して
太鼓にふれ合う交流活動も展開し、子供から高齢者まで
幅広い地域住民や施設利用者の方に大変喜んでいただ
き、高い評価を得ている。

健康栄養学部 健康栄養学科 4 3
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 ４－４－３サーティフィケーション授与状況

職　　　　　　名 氏　　　名 内　　　　　　容 招　聘　者

北京聯合大学
旅游学院学生

鄧　貝奇
平成28年４月１日～平成29年3月31日
高知県立大学での交換留学プログラム

修了

高知県立大学
（国際交流センター）

李　天尹

許　筑芳

Basso Alberto

Benvegnu Jacopo

Galeazzi Silvia

Hidic Vanja

Manzato Andrea

Pazzelli Lucilla

Pellizzari Mattia

Rabino Eleonora

Riffaldi Carola

Low Chia Wee

Ng Pei Wei

Ong Cai Yin

Soon Yi Xin

Nur Atikah Binti Ayob

Apri Nur Wulandari

Cut Oktavyana

Masrina Munawarah

Nadia Rahmawati

Yuyun Christiany

Yustina Anindyawati

エルムズ大学学生 Clyde Harper
平成28年9月12日から平成29年1月12日
高知県立大学での短期研修プログラム

修了

高知県立大学
（国際交流センター）

　（３）サーティフィケーション授与状況

文藻外語大学学生
平成28年４月１日～平成29年3月31日
高知県立大学での交換留学プログラム

修了

高知県立大学
（国際交流センター）

マレーシア
国立サバ大学学生

平成28年７月４日～平成28年７月29日
高知県立大学での短期研修プログラム修了

高知県立大学
（国際交流センター）

ガジャマダ大学学生
平成28年７月20日～平成28年７月22日

高知県立大学での短期研修プログラム修了
高知県立大学

（DNGL）

ヴェネチア
カ・フォスカリ大学学生

平成28年４月１日～平成28年６月17日
高知県立大学での短期研修プログラム修了

高知県立大学
（国際交流センター）
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４－５ＦＤ活動実施状況

　５　ＦＤ活動実施状況（平成28年度）

学　　部 内　　　　容 講師・担当者 年月日

健
康
栄
養

学
部

勉強会「熊本地震での被災地での活動報告，及び日
本栄養士会災害支援リーダー研修の報告」

島田郁子講師、隅田有公子助教 H29.1.23

｢基礎演習担当者からの情報提供と意見交換｣ 基礎演習担当者8名 H28.6.13

「夜間主の授業、とくに課題研究ゼミナールについて
の意見交換と情報共有」

三浦教務委員長および夜間主課題研究ゼミ
ナール担当教員

H28.12.12

｢人権に関する研修｣ 人権委員井上教授 H29.1.23

「情報セキュリティ教育に関する研修会」 風間裕准教授 H29.2.13

「臨床現場とともに取り組む看護基礎教育の充実」～
臨地実習における大学・病院看護部・病棟との協働
について～（啓発型）

シンポジスト：　長戸和子教授 （高知県立大
学）、野中真澄氏・教育担当看護部長（高知
医療センター）、前島由乃氏・助産師（高知
医療センター）

H28.6.25

「模擬患者（ＳＰ）参加型コミュニケーション研修『患者
と医療者のズレってなに？』」（啓発型・相互研修型）

講師：前田純子氏ほか（NPO法人響き合い
ネットワーク岡山SP研究会）

H28.7.2

「臨床現場とともに取り組む臨地実習の充実」（啓発型岡本充子統括看護部長（近森病院） H28.11.27

「隣地実習における学生の主体的な学びを言語化す
るレポート作成の指導」（啓発型）

講師：藤田佐和教授、瓜生浩子准教授（高
知県立大学）

H28.12.12

「Writing a case report in English」（啓発型） 講師：池田光徳教授（高知県立大学） H28.12.21

「看護学部の歴史に学び未来を創造する」（啓発型）
講師：松本女里先生（高知県立大学名誉教
授）

H29.2.17

パワーハラスメントにならない指導方法の研修会 看護学部人権委員会 H29.3.22

 「看護を語る会」（相互研修型） 発表者：18組（個人10組、グループ8組） H29.3.23

第１回　学部FD研修会
１．ホームヘルプ事業史研究の概要と課題
２．修士論文の内容について
３．交通事故被害者生活支援教育について

話題提供者：学部教員3名
 １．中嶌洋准教授
 ２．片岡妙子助教
 ３．井上健朗講師

H28.7.11

第２回　学部FD研修会
１．社会福祉教育セミナー参加報告
２．人権研修「セクシャルハラスメントについて」

話題提供者：学部教員3名
 １．中嶌洋准教授、遠山真世講師
 ２．鳩間亜紀子講師

H28.12.12

文

化

学

部

看
護
学
部

社
会
福
祉
学
部
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４－５ＦＤ活動実施状況

学　　部 内　　　　容 講師・担当者 年月日

第３回　学部FD研修会
「私の歩んだ道」～見えないから見えたもの～

講師：竹内 昌彦氏（社会福祉法人新生寿会
きのこ老人保健施設）

H28.12.21

第４回　学部FD研修会
１．博士論文報告
２．SPOD研修参加報告

話題提供者：学部教員2名
 １．鈴木裕介助教
 ２．長澤紀美子教授

H29.2.13

図書館サービス基礎研修（総合編） （参加者）図書館職員3人 H28.4.15

第64回中国四国地区大学図書館協議会総会 （参加者）教員1人 H28.4.21

第22回公立大学協会図書館協議会中国四国地区協
議会総会

（参加者）教員1人 H28.4.22

平成28年度ブロック別研修会（前期） （参加者）図書館職員2人 H28.6.27

平成28年度高知県ネットワークセキュリティ連絡協議
会総会

（参加者）図書館職員1人 H28.6.29

平成 28 年度目録システム入門講習会 （参加者）図書館職員1人 H28.8.29

平成28年度著作権セミナー （参加者）図書館職員2人 H28.9.6

平成28年度図書館等職員著作権実務講習会 （参加者）図書館職員2人 H28.9.29～30

平成28年度公立大学協会図書館協議会中国四国地
区協議会研修会

（参加者）図書館職員1人 H28.10.7

第57回中国四国地区大学図書館研修会 （参加者）図書館職員2人 H28.10.13～14

平成28年度公立大学協会情報処理部会（H32−33年
度に高知県立大学が部会長。H32年度に高知で部
会を開催予定）

（参加者）教員1人 H28.11.18

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
学
部
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